
五島･対馬周辺海域の海底地質調査研究の概要

Iまえがき

地質調査所の｢海底地質調査技術に関する研究｣グル

ｰプは昭和48年7月27目から8月12日までの17日間

芙蓉海洋開発株式会社所属の海洋調査船｢わかしお｣を

傭船して五島･対馬周辺海域の物理探査および採泥を

行なった.この調査研究は工業技術院の特別研究と

して昭和44年度から5カ年計画で実施されてきたもので

本年はその最終年度にあたりいわぱ過去4カ年の調査

研究の総仕上げというべきものであった.

特別研究の前半3カ年は九州西方の甑島周辺海域を

中心に調査が行なわれ後半の昨年度と本年度は海域を

北に移して五島灘と対馬海峡南水道を中心に調査が実

施された.甑島周辺海域の調査研究についてはこれ

まですでにいくつかの報告がなされているが五島･対

馬周辺海域の調査研究経過についてはまだ報告がない.

ここでは今回行なわれた調査の内容をひとまず簡単に

紹介しよう.

II調査海域

調査海域は第1図に示すように九州西岸と五島列島

に囲まれた五島灘および五島列島･対馬･壱岐と九州

北酉岸との間の海域すなわち対馬海峡東水道である.

この両海域は水深が浅く海底地形は概して平坦である.
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五島灘は南部の男女海盆の縁辺部(水深400m)をの

ぞいて水深200m以浅のゆるやかに南に傾斜した五

島陸棚で占められておりいっぽう対馬海峡東水道海域

は東シナ海大陸棚の西端部に位置し水深120血以浅の

ほぼ平坦た陸棚からなっている.この陸棚には五島

列島西側から対馬にかけて北北東に走るせまい海底谷が

ありこれは五島列島福江島南方の海底をきざむ五島

海谷の北延長とみたされる(第2図参照)･

両海域をつうじて潮海流か激しく対馬海峡東水道で

は黒潮の1支流である対馬海流が表層流速0.5～1.3kt

で日本海にむかって恒流し(第3図)これに潮流が加

わって北東流(下げ潮)の最強時の表層流速は1.4～

3.Oノットに達している.』万五島灘では公刊さ

れた海図でみるかぎり東水道よりもさらに潮流が激し

く五島列島･西彼杵半島間で2.5～3.0ノットであり

とくに五島列島の諸島喚間あるいは平戸瀬戸では潮流

速度が最高6ノット以上(表層流速)にも達している.

このよう匁激しい水流の存在は浅海底における堆積物

の挙動分布に大きな影響を与えているものと思われる.
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第1図調査対象海域

皿地質学的背景

1.海域沿岸の地質

本調査海域は地質学的にみた場合本州弧と琉球弧

形
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第2図海底地形数字は水深mをあらわす(小野寺公児原図)�
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あるいは日本海盆と沖縄海盆との接合点にあたり列島

弧の成因海盆の形成に関する構造発達史を知るうえに

重要な海域である.また第四紀の海水準変動をつうじ

て大陸と日本列島とのあいだの陸橋の消長問題を解く

ための鍵とたる海域でもある.資源的にみるとこの

海域は海底石油･天然ガス埋蔵の可能性カミあり調査結

果次第では本海域ならびに東シナ海大陸棚の炭化水素

資源の賦存に関して有力な地質庸報が得られることが

期待される.

調査海域をとり囲む沿岸陸域諸島の地質は複雑で

異狂った時代の多種多様な岩石が分布しており地層対

比時代区分についてもまだ不明な点カミ残っている.

とりわけ第三紀堆積層の対比すなわち五島層灘対

州層灘および芦屋層灘3者間の上下関係カ澗題であり

また第四紀の地層対比には多くの疑問が残されている.

これらは本海域の調査によって解決の糸口が発見さ

れる可能性が高い.

従来の資料から沿岸の地層の層序を編集すると大略

第1表のようになる.この表をみるとおり本調査海

域沿岸に分布する岩石･地層は古生代･中生代の変成

岩類白亜紀の堆積岩層および花開閃緑岩類古第三紀

の堆積岩層新第三紀の堆積岩層と火成岩類および第

四紀の段丘堆積層と火山岩類である.

古生代の変成岩類は九州北西部では西彼杵半島･野

母半島および天草下島西岸に九州北部では博多湾沿岸

糸島半島その他の小地域にそれぞれ分布する.前者は

彼杵変成岩類とよばれ主として石墨石英絹雲母片岩と

緑色片岩類から在りところにより蛇紋岩をともたって

いる,後者は三郡変成岩類とよばれ石墨片岩石英

第1表五島･対馬周辺海城沿岸の地質層序
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片岩石英黒雲母片岩および超塩基性火成岩などから構

成される.

新白亜紀の地層についてみると九州北部で関門層鮮

(ギリヤｰク世)および八幡層(浦河世～)北酉部九

州で姪浦層群(浦河世～ヘトナイ世)および深海砂岩層

が分布する.関門層灘は北九州から博多湾までの沿岸

一帯に分布し上下2分される.下部の脇野互層灘は

頁岩･砂岩･石灰岩の互層で赤色岩層をはさみ上部の

下関互層灘は安山岩質の溶岩･凝灰岩･凝灰質砂岩･頁

岩からなる.これを覆って酸性火山岩類･凝灰岩な

どからなる八幡層か分布する.これらの地層には斑岩

･斑岩類の貫入がいちじるしい.

一方姫浦層灘は天草下島･上島に広く発達する黒色

頁岩と砂岩の互層でありアンモナイトやイノセラムス

化石を含む絶海成の地層である.同層群の上位にある

深海砂岩層は礫岩･砂岩からなりかつて古第三系基底

部とされたが近年ではヘトナイ世に属すると考えられ

つつある.�



第4図沿岸地質概略

九州北部･北西部をつうじて上記の地層をつらぬい

て花嵩岩類か各地に露出している.この花闇岩類は

九州北部では新期花闇岩類とよばれ山口県西部沿岸か

ら北九州をへて博多湾周辺から唐津一帯にかけて広く

分布する.岩石組成は地域によって若干異なっていて

角閃石黒雲母花廟閃緑岩(糸島型および深江型)黒雲

母花商岩(早良型)狂とである.九州北酉部では負

閃石黒雲母花開閃緑岩とペグマタイトをともなう斑状

黒雲母花筒岩とがあり西彼杵半島西岸大立島に露出

するほか五島灘西半部の海底に露出していることが知

られている.

五島列島と崎戸大島間に点在する江の高および相の島

には安山岩･玄武岩･流紋岩など各種火山岩類をふく

む角礫岩･砂岩･泥岩からなる熱変成をうけた一連の

地層が分布する･この熱変成作用は上記の花筒閃緑

岩類の貫入に由来するもので熱変成度は北酉から南東

にむかって高く狂っている(礒見ほか1971).

古第三紀層は九州北部･北西部をつうじて広く分布

し諾炭田を構成している.すなわち北部九州では

古第三紀層は直方･大辻･芦屋の3層灘からなる海成･

淡水成の砂岩･頁岩であり数層準に炭層を爽在し筑

豊･小倉･福岡の諾炭田を形成する.

九州北西部では古第三紀の堆積岩は

西彼杵半島西側の島喚および同半島西岸

に分布するほかこれら周辺の海底に露

出している一首第三紀層は海成と淡水

成の砂層岩からなり多層準に炭層を有

しわが国有数の海底炭同ヨを形成してい

る｡古第三紀層は下位から赤色岩で特

徴ずけられる赤崎層群･高島層灘･伊王

島層灘あるいは松島層灘および海成の芦

屋層灘(=西彼杵層群)に区分される.

これらの古第三紀層は各地にドｰム構

造･盆状構造を形成し多数の正断層に

よって切断されている.

新第三紀の堆積岩は九州北部沿岸に

はみられない添九州北酉部沿岸および

対馬･壱岐･五島列島によく発達してい

る.中新世前期の相の浦層灘佐世保

層癖は浅海成および淡水成の砂岩･頁岩

互層から在り後者は多数の炭層を爽在'

して佐世保炭田を形成している.こ

れらの地層は西方にゆるやかに傾斜し

北松炭田西部において不整合でもって中

新世後期の野島層灘に覆われている.

この層灘は主として凝灰岩をはさむ砂岩･頁岩の互層で

ある.

五島列島に厚く発達する五島層群は主として砂岩･

泥岩の互層からなりところによって火成岩の貫入によ

る熱変成をうけ一部ホノレンフエルス化している.同

属灘は巨視的にみて列島の延長方向に走り福江島で

はNE-SW件の背斜構造を放す｡同層群の地質時代

についてはまだ確実なところはわからないが少なくと

もその上部は野島層無に対比されるようである(長浜春

夫･水野篤行1965).しかし同層群の下部については

それカミ時代的にどれだけ古くなるかは判然としない.

したがって同属灘と北酉部九州沿岸域の第三紀層との

層序関係を明らかにする1とは本調査海域の岩石分布と

地質構造の把握カミひとつのポイントとなろう.

壱岐には勝本層･壱岐層という2層の第三紀堆積層が

分布し前者は砂岩･泥岩互層で岩相から九州北部の

芦屋層灘の一部に対比される可能性がある.後者は主

として凝灰岩･凝灰質砂岩から構成され中新世後期の

ものとされている.

対馬全般にわたって広く分布しNE-SW方向の櫓�



曲軸でもって反復している対州層群は厚さ6,000mに

およぶ砂岩･泥岩互層からなり対馬下島では石英斑

岩と黒雲母花闇岩によって貫入をうけている.この地

層の地質時代はかつて中生代ともあるいは中新世と

も考えられていたが最近では少なくともその主部は芦

屋層灘および大辻層群の上部に対比されるという見解が

つよい(岡田博有1971高橋清1969犠見ほか197!).

中新世後期には北西部九州五島列島および対馬に

おいて花筒質岩類石英斑岩流紋岩石英安山岩質溶

結凝灰岩および粗粒玄武岩放とが第ミ紀層中に遊入ま

たは貫入して産している.

鮮新世の堆積岩としては平戸島に平戸層および礫岩

層が分布する.鮮新世の火山岩類は長崎周辺から佐世

保･唐津一帯平戸･五島および壱岐に分布し主とし

てアルカリ岩系の玄武岩類･輝石角閃石安山岩･流紋岩

などからなる.

洪積世の堆積層は本調査海域沿岸の諸地域で段丘堆

積物として知られており大きくみて高位･中位･低位

の3段丘堆積層に区分されているが各地に散在するこ

れら堆積層間の確実な対比はまだ行なわれていない.

ただ中位段丘層と高位段丘層との間には阿蘇新期火山

活動にとも放った八女粘土層が介在しておりこれが広

範囲に追跡できるので段丘諾層対比のひとつの鍵とな

ろう.またこれら段丘面と海底平坦面との時代的関

係についてはまだ手がつけられていたい.

島原半島南端および有明海･橘湾の海底には洪積世

前期の口之津層灘が広く分布する.同層は火山砕屑岩

をはさむ砂岩･礫岩および末固結砂礫層からなっている.

洪積世噴出の火山岩類は九州北酉部･五島列島･平

戸島･壱岐などに第三紀層を覆って広く分布する.こ

れらは安山岩類を主とする雲仙･多良火山岩類とかん

らん石玄武岩を含む大陸系アルカリ玄武岩類である.

沖積層は九州北部･北西部の海岸平野を構成し砂礫

･黒土･泥炭層などである.有明海･島原湾では有

明粘土層･島原海湾層とよばれる沖積世の地層が分布し

ている.

て北東に走り佐世保炭田の中央を横切る佐々川衝上断

層をつらたりさらに東方へのびて北九州沿岸を通過し

て山口県西部の油谷湾地域のE-W性基盤断層に連

絡する可能性カミある.この大構造線(一部は推定)は

E㎜蛆,K.O.ほか(!969)の台湾一宍道地背斜帯の南

縁を画する位置を占め堆積盆地形成構造発達史を解

明するうえに重要な意義がある.ENEまたはNE性

構造線の他の顕著た例として福江島の断層帯天草に

おける白亜系と古第三系の榴曲軸などがあげられる.

さらに対馬の対州層群に発達するNE性橘曲構造はき

わめて顕著であるが先述の相の島一佐々川構造線で代

表されるENE性のものとはやや斜交しており両者

の構造上の関係は不明である.

一方NNWまたはNW性構造線は九州北部沿岸

地域に発達し筑豊･小倉･福岡諾炭田において古第三

紀層と基盤岩の分布を規制している.九州北酉部では

同方向の顕著な構造線として佐々川衝上から分岐し

西彼杵半島西岸にそって南下する呼子の瀬戸断層大き

な落差をもつ香焼島断層などがある.

以上のべた2系統の主要構造線が本調査海域におい

てどのような相互関係をもって海底地質構造を形成し

ているかを知ることは朝鮮半島と日本列島弧の地質学

的関連琉球･本州西弧の成因目本海の形成を解明す

るうえに重要である.

2.南隣接海域の海底地質

本調査海域の南に接する甑島一男女難島海域はこの

特別研究前半の3カ年に水野ほか(1971)によって詳細

に調査されてきた.それによると海底の岩石･堆積

物は第2表のように物理探査による音響的層序区分が

なされている.すなわちE層は音響的不透明層であ

り五島層灘以下の堆積岩層あるいは花開岩類･変成

岩類カミ含まれていてE層内部の地層･岩石を識別する

ことは困難である.D層は音響的にはやや不透明であ

るがところにより平行層理が発達しており中新世後

期の堆積岩と推定される.

地質構造

本調査海域周囲の陸域に発達する主要構造線はENE

またはNE性およびNNWまたはNW性の2方向のも

のであり本調査海域の海底地質もこれら2系統の構

造線によって支配されていると予想される.ENEま

たはNE性構造線は観在みられる野母半島･五島列島

･対馬ののびの方向であるカミこの代表的な構造線とし

て相の島推定断層がある.これは五島列島東岸にそっ

C層は音響的に比較的透明で偽層理や平行層理が発

達しており同層の下底は水深400～500mの平坦面を

形成している.C層の一部は島原半島の口之津層灘に

対比される可能性がある.B層は洪積世の堆積物と考

えられ音響的に透明で平行層理が発達している.A

層は洪積世ないし沖積世の堆積物でA層の下部には半

凝固泥カミある.A層の一部にはE皿ERY,K.O.ほか

(1969)のいわゆる“･elictsediments"カミ合まれている.�



第2哀願島周辺海域の音波探査による層序

区分

A層

B層

C層

D層

響

的

基

盤

E1層

E2層

E3層

E4層

地質時代

沖積世～洪積世後期

洪積世前期

鮮新世

中新世後期～末期

中新世後期～中期?

中生代～古生代

古第三紀･白亜紀･中生代･古生代

新第三紀?花開岩類

注水野篤行海底地質調査技術グルｰプユ971による

以上の音響的地層区分と陸域の地層との対比について

はまだ詳細に検討する余地カミある.とくにE層は

榴曲した新第三紀層から古生代の変成岩類あるいは第

四紀の火成岩までを包括しているので同層内部のさら

にくわしい解析カミ必要である.また水深500m平坦

面を伴うC層が五島灘海域でどのような分布をするの

か興味深い.

w調査の概要

1.調査構成員と作業体制

本調査に乗船して参加したグノレｰプ構成員は第3表に

示すように延べ12名常時11名であった.このほか

調査前半に地質調査所企画室の正井技官カ拡報活動のた

め乗船し後半には総務部の椎名事務官カミ研修者として

乗船した.また芙蓉海洋開発株式会杜の中巻･秋元

両技師カミ浅海用地層探査装置のオペレｰタｰとして調

査に参加された.

操船ならびにウインチ関係の作業は高木光郎船長以

下10名の乗組員によって行なわれた.

作業は昼間の採泥班と夜間の物探班とにわかれて行な

われそれぞれ12時間ワッチであった.

2.作業用調査船

今回の調査に傭船した芙蓉海洋開発株式会社所有の

｢わかしお｣は沿岸の海洋調査専用の双胴船であり

作業甲板カミ広く最大揚力5トンの大型デッキクレｰン

6mm径ワイヤｰ2,000狐巻油圧ウインチおよび多目

的用ドラムケｰブルウィンチ5を備えた海底調査に好適

な調査船である.また電気推進方式のプロペラ2基を

有しているため船の微速発進･急速停止･方向の急転

第3表調査員構成

分担

総括

海底地形

〃

堆積物

〃

岩石

生物

地質構造

(物探)

〃

広報

(カメラ)

事務研修

音探技師

〃

氏名

井上英二

石橋嘉一

小野寺公鬼

大鵬

満塩

稲子

票固

湯浅

大山

木村

広島

奥囲

和雄

博美

誠

敬

真人

柱

政昭

俊男

義久

正井義郎

椎名三男

中巻直紀

秋元不二雄

所属

地質調査所地質部

高知大助教授

肩大助手

島如大専攻生

地質調査所地質部

〃〃

〃物深部

〃地質部

企画室

総務部

芙容海洋開発KK

備考

7月27目～8月3目

8月4日～12目

7月27目～301ヨ

8月4目～7目

レイセオン社3.5KC

探査機操作

〃

襖が容易である.このように敏速な機動性能は今回

の潮海流カミ速い海域におけるドレッジ作業に対してと

くに効力を発揮した,同船のおもな要旨は以下のとお

りである.

全長

全幅

吃水

総トン数

巡航速度

航続距離

定員

㌳��

12.01〕ユ

㌮�

368.3トン

約9ノツト

約3,000カイリ

乗組員10名

調査員!3名

3.調査機器と調査方法

｢わかしお｣に装備されている船位測定機器はレｰダ

(電波式精密船位測定装置YM-100)全自動追尾式

ロランA/c受信機デッカ受信機であり本調査では

前2者を主として使用し陸岸付近ではコンパスによる

測量を併用した.

測深には同船設備のアナログ/ディジタノレ両用の精

密音響測深装置(PDR2周波切換式)を使用した.

時間･船位･測深デｰタは1分間隔で自動的にテｰプに

記録された.

物理探査に使用した機器は日本電気社製の30,O00ジュ

ｰノレ用スパｰカｰ装置一式であり3,O00～4,000ジュｰ

ルに発振エネルギｰを調節して使用した.スバｰカｰ�



は艦左舷からハイドロフォンは艦右舷からケｰブルで

それぞれ曳航された.観測中の船速は普通5ノット前

後で左舷側プロペラだけで航走した.なお海況が

良好な場合は船速を7ノットにあげたこともあったが

良好な記録を得ることができた.調査をつうじてハイ

ドロフォン部の故障があったがイｰルの分解修理を行

なって危機を脱した.このスパｰカｰ装置のほかに

200ジュｰルの装置一式を予備として搭載したが使用の

機会はなかった.

このほかに表層の音波探査装置としてレイセオン

社製の浅海用地層探査装置(3.5kH･)1式が芙蓉海洋開

発杜からもちこまれ夜間のスパｰカｰ音波探査と併用

および昼間の採泥点付近の堆積層の状況を知るために使

用されきわめて有効であった.同装置のトランスジ

ュｰサｰは左舷側にとりつけられた支柱で海中に支え

られた.

採泥関係の機器として使用したのは円筒型の大小2

個のドレッジャｰシペック式グラブスミスマッキン

タイヤ式グラブ各1小型重力ゴアラｰならびに新野武

岩盤採取用ドレッジであった.これらのうち主とし

て使用した機器はスミスマッキンタイヤ式グラブと小型

ドレッジであり原則として前者は細粒堆積物採取後

P亙雫式柵在喝･士｡lぼ装■

w一ユ｡o,式

②水晶8寺百十戸Q■5000Cl…t

③全自●{追電式

ロラ)^C受信撒1式

④乃□ケ'宇f二一与ル帽密

音靱則｡景袋田2周庶切換式1式

⑤亨･川方受信樹1式

⑥電気式ホ､昌!己録…十1式

⑦■砧ログ

^CllOVEHL12,…t

}巾r†庁r叩叩…}寸一一⑧齪引用

④φ5ドヲムケ'テルウイン手1基

⑨齪■1腕ケピ川卜1基

⑭齪■1岬由圧･うfニテ1基

600壮咀X6C巾m1n

6㌦φx2α〕om

甘口皿H}岨}コt個6■i計器剛t用ナ^2吾

鷹ピ1㌻∴

⑮各樋硯'則計器

パ･･｡ケｰジ用.]二一'司bt■ト

⑪��

葛��

⑩⑨�㌣⑭巾⑥肚g�

�i■�

ll�一�

11-1-1白一一.､｡｡�1..�“夢清一一日

⑧�"�

1']口区1､�■�

o●��

一一一�一義･�1齢

1一��

､1��

�

･'毎底地形洞密,己録裏■

{寸□フFf'､

･水中力r一号エピ芙固

･その伸暑楯計器

⑮余暇房装固1式

[t■=ト'皿1ト■t〕

絵

⑰1馴苗側､母舳｡内圧､2兵

3,5tX11冊'mn

㊧風向瓜舳十1式

{コｰ･シンベン^型〕

第5図“わかしお"一般配置ならびにおもな観測設備配置

者は礫ないし岩盤採取のために使用された.スミスマ

ッキンタイヤ式グラブを効果的に作動させるためにグ

ラブカミ海底上4～5mの位置にきたときワイヤの繰り出

しを停止し操船によってワイヤを垂直に修正し淀後

グラブを自由落下させた.このようにすると細礫ま

じりの粗粒砂質堆積物でさえ十分に採取できた.

小型ドレッジャｰを使用しての採泥作業は普通3分

長くて6分間の短時聞で行なわれた.堆積物が泥また

は砂の場合このていどのドレッジで十分のサンプルを

とることができた.海底カミ礫または岩盤の場合ドレ

ッジャｰ着底後ワイヤを水深の数割増しの長さにのば

しあるいは船を微速前進させて岩石片や礫を採取し

た.この場合ドレッジ時間をもっと長くがつ大型

のドレッジャｰを使用すればさらに岩石採取に効果が

あったものと考えられる.しかし今回の場合測点間

隔が長くて採泥時間の余裕がなかったこと常時使用の

ワイヤの径が小さかったことなどの理由で大型ドレッ

ジャｰを使用しなかった.

写真①｢わかしお｣の側i駈

写真②｢わかしお｣の後部�



一9一

写真③船内食堂における調査計画ミｰティング

写真⑤スバカ受信作業

採取した堆積物は室内実験用試料(粒度組成･砂粒

組成･重鉱物組成の分析炭酸カルシウム含量および有

機物含量の測定)および有孔虫と貝類研究のための試料

にわけられた.残りの試料は径3皿mのフルイで水洗

しフルイに残った細礫･生物の生体･遺骸をそれぞれ

の研究用に保存した.

4.調査経過

7月27目に長崎港出島岸壁で搭載機器の積込みを行な

い翌28目出港して以来8月11目午後同港入港までの

15日間途中長崎港に水燃料補給人員交替のため

に入港した以外は五島灘由対馬海峡東水道およびその

層辺海域を昼は採泥夜は昔波探査と駆けまわり調

査はますます順調にはこんだ..その経過は錦6図に要

約される.8月2目までの調査前半は波浪が高く荒

天の目もあって一時作業を中断したこと更,あったが

8月5目からの後半のまる8日間は快晴続きのなぎで

作業はきわめて順調であった.したがって全傭船期

間ユ7目のうち機材の積込積降し2目水｡燃料など

の補給1.5目佐世保港にて音探機器の修理0.5目をの

写真④ハイドロフォンの引上げ作業

写真⑦淺海用地層探査装置による記録の1例海底に露出する

岩盤と表層堆積物との関係が詳細によみとれる�



ぞく14日間が実動調査目でありこれは傭船期間の80%

強に達する.普通この種の海底地質調査における実

動日数が60%前後であるのにくらべると今回の調査が

かなり能率的だったことがわかる.

この航海をつうじて採泥点は101点音波探査測線

の総延長は約1,270kmであった(第7図参照).この

実績は計画当初かなりシビアに設定した採泥点数と

音探測線のそれぞれ120%85%を遂行したことに在り

まずまずの結果であった.これは調査船の性能船

長以下乗組員の協力調査員の努力に負うところカミ大き

いがさらに調査後半における好天侯の影響も見逃カミす

ことができない.この意味で今夏全国的に猛暑を

もたらした有力な太平洋高気圧に厚く感謝せねばならな

いだろう.

V調査の予察的結果

今回得た採泥･音探記録は昨年実施した同海域の結

果とあわせて現在整理･解析中でありその最終結果

は縮尺20万分の1ていどの海底基礎地質図表層堆積図

にまとめる予定であるが現段階でごく表面的にわかっ

たことを以下に簡単に述べてみよう.

1.海底地形

a.海底平坦面についてみると五島灘では水深30m

45-50m75-85m.90m95-100㎜および112-115

mの6面が対馬海峡では50-55m75-85m95-100

m!10mおよび120㎜の5面がそれぞれ認められる.

これらのうち両海域でもっとも広く分布する平坦面は

95-100m面でありこれは矢部長克･田山利三郎(1934)

のE面に相当するのでぽないかと推定される.五島灘

海域の水深30mから50mにかけての平坦面はPDR記

写真⑧シペックグ1ラブによる採泥作業

写真⑨スミス･マッキンタイヤグラブによる採

泥作業

写真⑩小型円筒ドレッジャｰによる採泥作業

写真⑪採取物の観察

写真⑫採取堆積物の区わけ右から岩石･礫試料粒度分析用各種

分析用保存用�
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第6図五島･対馬周辺海域の調査経過

録の海底断面および操泥資料からみて過去の浸食面と

判断され海底に岩盤が露出するかあるいはごく薄い

粗粒堆積物が存在している.

b.五島陸棚から男女海盆に移る陸棚縁辺の地形変換点

は水深115～125mにありこれは南方の曾瓦島付近の陸

棚外縁深度にほぼ一致するカミ天草西方の陸棚縁の地形

変換点の水深200m付近あるいは東支郡海大陸棚外縁深

度150～160mに比較して若干浅い.このような陸棚外

縁深度の微妙なくいちがいは本海域における第四紀の

海水準変動構造運動の発達が単調でないことを暗示し

ている.
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･.壱岐と対馬の水路にそってNE-SW方向にのび

た底の浅い幅広の凹部がある.この凹部の底は最深部

130m平坦でなく多少の凹凸カミあり凹部の南東側縁

辺部は高さ15mていどの急斜面となっている.この凹

部の成因については今後の音探解析にまつところが大

きい.
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6.五島列島西方にはNNE-SSWに走るせまい海谷

(最深部256m)カミある.この海谷は非対称の断面を

第7図物探測線桂

らびに採泥点�
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対馬周辺海域

の物理探査測線覧
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3γ41.9

㌳���

㌳��　

㌳��　

3少04.0

3が55,4

33.23.岨

㌲��㌀

3γ37,1

33叩8.9

3少03,9

㌳��㌀

330ユ9,6

㌲���

㌱┹�

�〰���

����

����

�����

����

����
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����

����

�����
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㎜
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��

㈸�

�

��

��

��

��

��

�

��

��

�

��

�

��

�〰�

機雑

スパｰカｰ3,OO

スバｰカｰ4,000

レイセオン

㌮��

スバｰカｰ2.OOO

レイセオン

レイセオン

㌮��

スパｰカ』3,OOO

レイセオン

スパｰカｰ

レイセオン

同上

同上

同上

スパｰカｰ4,OOO

レイセオン

同上

同上

同上

スパｰカｰ3,OOO

スバｰカｰ3,000

スパｰカｰ3,000

スバｰカｰ3.O00

レイセオン

船速

ノツト

4.O～4,

4～4.5

�　

�　

40～45

50～60

50～60

3～5

5～6

�　

�　

�　

50～60

�　

�　

�　

�伀

渕線

距離

日

�

��

�

��

�㌀

㌵

�

㌵

��

�

�

��

/･･

�

��

備考

五島･野母･平戸

スパｰカｰ故障

福江島→平戸

平戸→壱岐

博多→平戸

平戸→対馬

対馬→壱岐

壱岐周辺

観測中止

唐津→平戸

五島→長1時→天草

五島灘

福江島→平戸

五島→対馬

五島･対馬間

同上

五島西方→福江島

福江島→騒島北方

有し凹凸がいちじるしい斜面をもつ.同海谷は南西

方においてNW-SE方向の五島海谷につ恋カミっている

カミ北東方にむかっては対馬西方の舟状海盆に連絡す

るかあるいは上記の対馬･壱岐間の凹部につながるか

はまだはっきりしたことはいえない.同海谷は先

述のNE性構造線の方向に一致し成因的に構造線のひ

とつであると考えられるがこれが対馬西方の舟状海盆

とともに本調査地域の地質構造上にどれほどの重要性

をもつかということについては今後十分検討する必要

カミある.

2.海底地質の鰯序･構造

発振エネルギｰ3,000～4,000ジュｰノレのスパｰカｰに

よる音波探査の結果平均して海底下400mていどの深

部までの情報を得た.現在記録を解析中であり確か

狂ことはいえ恋いがこれまでに推定されたことを以下

に列記する.

&.音探記録では対州層灘は対馬沿津から少し離れる

と海底下深部にもぐるため追跡できない.しかし対

馬･五島列島の中間付近の側線131Bの記録には後述

の断層付近に基盤の隆起カミ現われ基盤内部に摺曲した

層理が認められる.これがあるいは対州層灘の南延

長部に相当するかもしれない.

止.音波探査記録と陸域の地質とを考えあわせると中

新世後期と考えられる地層は五島列島･平戸島･壱岐

を結ぶNE-SWの方向にひろがりさらに山口県西方

沖合までのびる可能性カミある.

･.壱岐周辺から対馬南方にかけて壱岐層と思われる

地層かか放り広範囲にわたって分布している.この地

層は壱岐と対馬の中間地点で火成岩の貫入をうけてい

る.また壱岐と糸島半島との間にはこれに似たパ

タｰンの地層カミ分布しているが壱岐層に相当するかど

うか確かではない.

忍.鮮新世以降主として第四紀層と推測される地層の

分布は福江島･野母半島間橘湾五島列島北方から

壱岐西方にかけての海域および壱岐･対馬間に比較的

厚く堆積している.これらの分布は巨視的にみて

NE-SW性の沈降帯で規制されさらにこれと直交す

るNW-SE性の櫓曲をうけている模様である.

e.対馬東方海域では対州層灘に貫入した火成岩を不

整合におおって鮮新統と推測される地層カミうすく堆積�
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第9図

海底の主要

構造線.

数字は水深

している.壱岐周辺海域ではこの地層はしばしば欠

除し火成岩のうえに第四紀層が堆積している.

f.対馬南方海域では第四紀層は上下に2分されと

ころによって上部は欠除している(第8図一B参照).

9.これまでの調査では島原半島南部に分布する鮮新

～洪積統の口之津層群と海底の地層との関係が明ちかで

なかった.今回の調査によると橘湾の海底で認識し

た口之津層構と推定される地層を男女海盆へ追跡すると

観高周辺海域層序のC層に連続する可能性がつよくなっ

た.少なくとも両層間には音探記録からみて大

きな構造的組違いは発見できない.この点については

なお今後詳細な検討を行なう必要がある.

h.天草下島沖のC層以上の陸棚堆積物はダムでせき

とめられたような堆積形態を示している.これは大

陸棚形成についての成因を考えるうえにひとつのデｰ

タになるかもしれない.

i.五島列島と対馬との中間を走る側線131B上で第

8図一Aでみられるような大きな断層を確認した.ま

たこの地点の南西方向で昨年の同海域の調査におけ

る側線111にも同様の断層が発見されており両者は同

一断層と推定される.この断層は海底地形の項で述

べた海谷の肩部に位置しNE-SWに走っている.

すなわちこの海谷は構造谷と判断され福江島南西方

でNW-SE方向に走る構造性の五島海谷とほぼ直交し

ている.両者の構造的関係は本調査海域の構造発達

を考えるうえに重要次ポイントとなろう.

j.五島列島南東側に列島に沿った方向に地層の不連

続部カミ追跡される.これは位置と方向からみて相

の島断層の延長部にあたる可能性がある.この不連続

部すなわち断層は第四紀層まで切っているようにみえ

活断層の疑いがある.この断層と相の島断層さらに

その延長の佐々川衝上断層とが連続するものかどうか今

後の検討を要する曲

3.堆積物

本調査海域に分布する堆積物はシルト･砂質シルト

･細～粗粒砂･貝殻砂および礫である.各測点にお

ける堆積物は第5表にしめしている.また第10図

はこれら堆積物の分布の概略をしめす.海域全般を

つうじて砂質堆積物が卓越し泥質堆積物は湾内や島

かげあるいは男女海盆斜面域に分布するにすぎない.

堆積物の粒度と水深との関係は本海域をみるかぎり

あまり明瞭でない.むしろ粒度分布は潮海流の速さに

関係しているようにみえる.すたわち潮流が著しい

五島列島の島喚間の小水道付近五島列島･平戸島間

平戸の瀬戸対馬･壱岐間の水道壱岐･唐津間の水道

では礫まじりのきわめてあらい貝殻砂が分布しある

いは岩盤が露出している.一方潮流が比較的おだや

かな橘湾西彼杵半島と野母半島間伊万里湾口などで

は水深カミ浅いにかかわらず泥質堆積物が分布してい

る先述の異校った水深の各平坦面と堆積物分布との

関連については現在検討中であるがこれを行なうこ

とによって本調査海域およびその周辺の第四紀の堆積

吏が明らかにされるであろう.

泥質堆積物

緑灰質～暗緑灰色のシノレトおよび砂質シルトは70皿

以浅の海底では内湾および湾口部にかぎって分布する.

この堆積物は比較的厚く半疑園堆積物(洪積統)とは

別の現世堆積物で表層の潮海流カミ1ノット以下の比較

的おだやかな環境に堆積したものである.

泥質砂堆積物

第10図で泥質砂としたカテゴリｰには現世のものと

洪積世の残存堆積物(･e1i･t･ediments)の両方が含まれ

ている.後者は佐世保港外平戸島南方長崎･福江

島間の五島陸棚外縁部野母半島･天草下島間に産する.

これは小ボｰル状のなかば固まりかけた泥塊を含むこと

で特徴ずけれらる.佐世保港外(測点375)で採取し

た泥炭質の半凝固泥には温帯に分布するコナラと暖帯�
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緑灰色砂質シルト～細粒砂

緑灰色泥質中粒砂

緑灰色極粗粒～細粒砂

緑灰色砂一シルト

黄白色粗粒砂

含礫極粗粒砂

岩石

礫

淡灰色粗粒貝殻砂

緑灰色泥質細粒秒

緑灰色粗粒砂

褐灰色中粒砂

緑灰色中粒砂

褐灰色極粗粒砂

暗灰色粗粒砂

帯緑灰色粗～細粒秒

大～中礫

中～細粒砂

泥質中～細粒砂

緑灰芭細粒砂

緑灰色泥質細～中粒秒

緑灰色紬～中粒砂

緑色中～粗粒砂

緑灰色細粒砂

粗粒貝殻砂

粗粒貝殻砂

粗粒貝殻砂

極粗粒貝殻砂

緑灰色粗粒砂～細礫

褐灰色粗粒貝殻砂

緑灰色泥質中～粗粒砂

暗灰色泥質砂･シルト

褐灰色極粗粒砂～細礫

褐灰色中～細粒砂

緑灰色泥質粗～申粒砂

暗灰色泥質中粒砂

暗緑灰色泥質細粒砂

暗緑色泥質中～粗粒砂

暗緑灰色砂～シルト

暗緑色砂質泥

暗緑色中～粗粒砂

褐灰色綱粒砂

灰緑色泥質申粒砂

砂質泥

泥質砂

緑灰色中～粗粒砂

緑灰奮泥質中粒砂

灰緑色中粒砂

明褐色粗粒貝殻砂

暗灰緑色中～粗粒砂

緑灰色泥質砂

細粒砂シルト

補足

貝殻片多

貝殻砂石炭片

砂岩礫貝殻片石炭片

閃緑岩安山岩石英礫

ホルンフエルス黒色頁岩

閃緑岩

石英粒

瑞石片

花闘岩片白雲母粒

玄武砦花開岩第三紀堆

積岩片

貝殻片多

安山岩

炭質頁岩片?

頁岩石炭片

石炭ガラ

カンラン石粒

石炭ガラ

黒曜石

花嗣岩閃緑岩

半凝固泥植物化石

花闘岩礫

淘汰良好

片岩破片

黒色片岩破併

片:岩泥岩片

貝化石片岩礫

片砦細礫貝化石

半凝固泥紬礫含

淘汰良好

遺存堆積物

半凝園泥

淘汰良好

赤色岩片

半凝固泥含

海域

一長崎沖

同

平戸東方

同

同

同

中通島東方

同

同

同

福江島東方

同

福江島南方

博多湾口

玄界灘

同

壱岐酉方

伊万里北方

同

平戸･壱岐間

同

平戸北方

同

平戸･五島間

同

対馬東方

同

壱岐北方

壱岐･対馬間

壱岐･対馬間

酉彼杵沖

同

同

同

同

同

同

五島･長崎閲

同

同

同

同

同

同

同

福江島南方

同

橘湾

同

同

同

同�
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灰緑色微細粒砂～泥

巾粒砂

泥質細粒砂

褐灰色巾～粗粒砂

灰緑色細粒砂

灰緑色中粒砂

緑灰色微細粒砂

灰緑色微細粒砂

紬粒砂シルト

綱粒砂

禍灰色極粗粒貝殻砂

極粗粒貝殻砂

灰緑色一粗粒貝殻砂

灰緑色泥質細～中粒砂

岩石片

緑灰色

緑灰色

緑灰色

閉褐色

細粒砂

微細粒砂

細粒砂

『ト～粗粒砂

礫･岩石片

巾～粗粒砂

極粗粒貝殻砂

明褐色粗粒貝殻砂

明褐色粗粒貝殻砂細粒砂

明褐色中粒貝殻砂

明褐色印粒砂

明褐色中粒砂

貝殻片多

淘汰良好

安山岩礫

鞠汰良好花嵩岩および第

三紀層の砕層物

厚さO.5～1.b皿

海浜砂汀線堆積物

綱礫含

流紋卦チャｰト

絢汰良好

石英薮岩礫

灰緑色

灰緑色

灰緑色

緑灰色

緑灰色

褐灰色

緑灰色

灰緑色

泥質綱粒砂

細粒砂

細～巾粒砂

細～中粒砂

泥質細～中粒砂

申～粗粒砂

細～中粒砂

泥質細～中粒砂

灰緑色細～申粒砂

緑灰色中粒砂

緑灰色

明灰色

明褐色

褐色

褐灰色

褐灰色

泥質細粒砂

中～粗粒砂

粗粒貝殻砂

極粗粒～.粗粒貝殻砂

巾～粗粒砂

中～粗粒砂

中～粗粒砂

粗粒砂

褐色極粗～粗粒砂

暗緑灰色細粒砂

暗緑色細粒砂

暗灰色泥

細礫含

堵盤付近

同

同

淘汰良好

淘汰良好

同

天草沖

同

同

天草･五島間

同

五島･天草閲

同.

平戸南方

印通島酉方

巾通島北方

同

中通島繭方

��

阿

同

同

旧

史通島･福享11

島間

福江島北方

1司

宿岐･対馬間

同

同

同

対馬南方

同

生月付近

中通島北西方

同

同

同

同

同

同

同

同

福江島南･酉

方

同

同

福江島酉方

1司

同

同

同

野母酉方

同

野概北方

高島･伊玉島

間

SM:スミスマキンタイヤ型グラブ

SH:シペックグラブ

sD:小型円筒ドレッジャｰ

G:重カコアラｰ

のアラカシの果実(尾上亨技官鑑定)を含む多数の植物

化石片雅産した.同様の堆積物は平戸島南方の測点

348にも産する.これらは水深60m付近にあって先

述の45-50n1平坦面形成時代の地形的凹地における堆積

物とも解釈される.残存堆積物にはこの泥炭質のも

ののほかにマガキ･アカガイなど内海生貝類化石を含

む水深90～120m付近に産する泥質砂がある.これ

らの堆積物の詳細な検討は第四紀の海底環境の変遷を�
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昌

邑質砂

砂質シ几ト∴.･'一.…'''了.】･'一….･･一…一･÷･

細1中粒砂

第10凶表層堆積脚(大嶋和雄原図)

知る手カミかりとなるであろう.以上のべた残存堆積物

以外の泥質砂はほぼ現世のものと推測される.

砂質堆積物

砂質堆積物は貝殻を多数含むものとそうでないも

のとに大別される.さらに後者は粒度から淘汰良

好の細～中粒砂と粗粒砂にわけられる.細～中粒砂は

水深40～240mまで広く分布するが粗粒砂は水深90～

240㎜に産している.この粗粒砂の分布域は潮海流

の表層流速が2ノット以上の海域に一致し細粒堆積物

か沈積しない環境である､また砂質堆積物を色で大

別すると明褐色を呈するものと緑灰ないし灰色を呈

するものとがある.前者は石英粒が多くその分布域

は花陶岩類あるいは酸性火山岩類の分布カミ予想される

海域にほぼ一致している.たとえば中通島と崎戸大島

間野母半島西南方博多湾付近などである.一方

沿岸に塩基性火山岩類や片岩類が露出している付近の海

底の砂は緑灰色ないし暗緑色を呈している.粗粒堆

積物の色はつまるところその鉱物組成に由来すると

考えられるため砂粒組成の分析重鉱物分析柱とは

あるていど堆積物の下の演部に伏在する岩石の推定に

役立つと思われる.

貝殻砂は大きく2分される.その1は70皿以浅に

分布する現生貝類生態環境を満足する貝殻凝集から在

るものと他は70m以深に分布するマガキやアカガイ

などの洪積世の貝化石を含むものとである.マガキの

産出水深を検討すると第11図のようにマガキOst工e乱

gigasは水深70～80mgO～100mおよび120mのところ
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第11図雌積物の粒度･生物遺骸と水深との関係(大嶋和雄原劇)

に産している.このマガキの垂直分布と海底地形平坦

面との関連についてはまだ十分の検討を行なっていない.

本調査海域における第四紀の地史の変遷については

堆積物の粒度組成砂粒組成生物遺骸凝集などの分析

絶対年代測定および海底地形平坦面との関連音波探査

記録の解析からさらに検討をすすめねばならない.

しかしいまの段階で第四紀の堆積環境について予測さ

れることは現在水深60mに残された泥炭質堆積物で

示される陸水環境から現在水深70m一～120皿に残って

いるマガキを含む汀線付近の環境への変移そして現在

にいたる海水準の上昇である.

礫および岩片

本調査海域をつうじて礫および岩石の破片をドレッ

ジによって19測点から採取した.礫は粗粒砂堆積物に

混じって産し角礫ないし亜円礫であり岩石片は海底

に露出した岩盤から得たものである.これらの採取地

点は水深が一般に50～80㎜であり最深は測点386の水

深186mであった.地域的にみると採取地点は平戸

･中通島付近西彼杵半島西方に多く対馬付近平戸

･壱岐間野母･天草間博多湾口付近でも採取された.

採取された礫･岩石は大きくわけて先第三紀の花�
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Oc例3ろ閉(〃刎畑伽1)oかrω勿(HINDs)

乃閉ろ閉(C加g〃｡f舳ろr切)彦｡rg伽妨

���整���

11:oεツ伽伽μろ榊ω刎{(Y0K0YAMA)
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KIKUc且I)

yo〃加ノψo〃6μ(ADA亙setREE柵)
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H蛆AI)
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闇閃緑岩類北酉部九州の新生代火山岩類および火山物

質西彼杵･長崎変成岩類相の島変成岩類ならびに

第三紀の堆積岩である.採取岩石については目下検

鏡その他検討中であるが以下に肉眼観察結果を述べる.

花開閃緑岩類は中通島東方の江の島付近の2測点(測

点349と351)で火山岩や堆積岩の礫とともに採取され

た.礫は｡obb1e大の亜角礫である.この藻は分

布からみて同島東方の大立島の花商岩に属するのでは

狂いかと推定される.博多湾北方の測点357で得た花

闇閃緑岩は｡obb1eおよびPebb1e大の正負礫で正長

石カミヒンク色を呈している.くわしい検討はまだ行な

っていないが糸島半島に分布する糸島型花庸岩に由来

するものと考えられる.

火山岩類のなかで福江島北部沿岸付近の測点415で

得た安山岩質岩石は福江島に分布するいわゆる五島火

山岩類のものと推定される.中通島北方の宇久島西方

の測点407で得た礫は｡･bb1e大の亜角礫で玄武岩であ

りこれは第四紀の小値賀島火山岩類のものであろう.

江の島付近の測点351と349で採取された安山岩質岩

石と角礫岩は｡obb1eないしPebb1e大の亜角礫で確

かなことはいえないが相の島変成岩類に由来するもの

ではないかと考えている.平島南方の測点348および

福江島･長崎間の陸棚外縁部の測点386でPebb1e大の

スコリア様岩石が採取された.以上のほか対馬東方

の測点370佐世保西方の測点374で黒曜石の破片が採

取された.

変成岩類の礫および片岩地域から由来したと推定さ

れる多量の大粒の雲母片緑泥石を含む堆積物は西彼

杵半島西方海域の数測点で採取された.これらのうち

測点379380で黒色片岩測点383で緑色片岩の小磯が

得られた.また野母半島南方の測点398では緑色片

岩の細礫が採取された.これらはほぼ間違いなく西

彼杵･長崎変成岩類からもたらされたものであろう.

江の島付近の測点351では花嵐閃緑岩礫とともに

pebb1e大のホルンフエノレスが得られた.江の島との位

置からみてこの礫は相の島変成岩類に属するものと推

測される1中通島西方の測点410は海谷の縁辺部に

あたるがここで流紋岩質換およびチャｰト礫または岩

片を採取した.これらが五島火山岩類に属するものか

それとも先第三紀の基盤岩のものかは不明である.ま

た福江島･長崎間の測点386で緑色岩と角閃石を含む

細礫が採取されたがこれらがどこから由来したかは推

測できない.

堆積岩礫のほとんどは第三紀の砂岩･泥岩である.

佐世保港外の測点375平戸南方の測点348および349で

は暗灰色～灰色泥岩･明灰色砂岩の小磯が採取された.

これらは佐世保層群および野島層群のものと推定される.

西彼杵半島沿岸付近の測点380の頁岩は当地点付近に

分布する芦屋層群(西彼杵層灘)のものと考えられる.

また宇久島付近の測点407で頁岩のPebb1eが採取さ

れたが同島周辺に第三紀堆積岩の露出がないことから

あるいは五島南方海域で知られている鮮新世の堆積物が

もしれ校い.

4.底棲生物(貝類について)

堆積物とともに採取した底棲生物は有孔虫･ゴカイ

･ヒトデ･海綿･サンゴ･エビ･カニ･ウニ･貝恋とで

あるが有孔虫をのぞいてもっとも多産するのは貝類で

ある.有孔虫については現在分析中であるのでここ�
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では貝類の生体･遺骸･化石について船上で観察した

結果を略記する一

生体貝類のなかで生体で採取されたものは少

ない.これらを第6表に示す.これらのうち2測

点以上に産した種は巻貝のτθ肋"0惚〃肋ツノガ

イのDε肋Z{舳刎α的舳α{二枚貝の0ろZ伽砂α加作

5尾α〃,朋ω肋zα5伽μω,肋肋｡肋α6〃ω,vθη工一

〃0Zα加τ160Zα勿,PZα0舳伽肋閉,M0㈹〃α桃肋舳一

フ切,8o伽Z倣｡〃｡ω,吻〃｡湖ルθ6切｡∫αの!0種に

すぎない.

遺骸群集本調査海域は複雑な海岸線･地形

･底質とあいまって酷綜した貝類遺骸相を呈している.

遺骸群集は大きくみて沿岸水要素と外洋水要素をふ

くみさらに前者は強内湾性と弱内湾性の2要素にわけ

られる.

強内湾性の要素は橘湾(測点394395396)佐世保

港外(測点347375)野母半島北側(測点444380)

その他に産する.これらは見物μ脇θ〃α,n･o･初

脇プ{6αたどでありこれに伴たって地η幽αZαゐブ{α肱

や肋伽α舳此αが産する.以上の海域では沿岸水

に外洋水が干渉しているため強内湾性要素の外側には

弱肉薄性要素が産する.これはWθκ仰0切η伽吻,

PZω6α〃κ〃'伽α,吻〃0閉伽吻03α,"げ伽πα伽

ぬ肌などであり内湾から外洋まで一連の水系をなし

ている海域だとえば別府湾の湾口部の漸移帯に出現す

る群集に類似している.

外洋水の要素は対馬海峡と五島陸棚に広く分布する.

外洋水と弱内湾性環境との漸移部には甑島周辺の陸棚

と同様に工α･曲肌砺舳Z伽30妙{6㈱一8κ6θ伽90件

ゴ0桃群集が卓越している.純外洋水要素は海底地

形や底質の相違によって若干群集型を異にするカミ

かなり個々の種の分布圏が重複しているので必ずしも

限界は明瞭ではない.

対馬海峡(測点430418431371)では外洋水要

素8Z{60肋初〃鮒{cα肋を主としC?ψ妙θc吻形ε5{c炊

Z0∫ωを伴なう群集がみられる.これらの群集は堀越

ら(1971)によれば潮通しのよい環境を示すものとさ

れている.対馬海峡は対馬海流の通路になっている

ためこのような凝集が卓越するものと考えられる.

化石本調査海域で産した化石のうちもっとも

顕著なのはひ〃∬α03腕αg嬉ω(マガキ)であり9地点

(～則点364374383391393400407420424)

から産する.先述したようにこのカキ化石は洪積

世後半以降(おそらくWu工㎜氷期極相以降)の残存堆

積物の存在を示唆するものであろう.また測点375

からは潮間帯の指示種であるσ泌0η{舳･0吻肋η,

肋棚α肋舳Z助0舳むが産したが同地点でコナラな

どの植物化石もまた産しており古環境を知るうえに興

味深い事実である.

wまとめ

以上調査航海の概要と成果の一部を列記したが海

底地質を総合的に把握するには各分野における検討が

十分になされねばならず目下資料の解析室内実験

をすすめている.最終的には各分野の成果を20万分

の1ていどの縮尺の海底基礎地質図表層堆積図に凝収

して公表することを目標としている.また過去5年

間の研究をつうじて獲得した調査システム･技術および

経験は昭和49年度からはじまる特別研究｢日本周辺大

陸棚海底地質総合研究｣にただちに生かされることにた

ろう.

ふりかえってみると昨年度と今回の調査研究をつう

じて得たおもな地質学的成果として本海域における表

層堆積物の分布生物遺骸群集および海底地形平坦面か

ら第四紀海水準の昇降を詳細に知る見通しを得たこと

新第三紀以降の堆積盆地の概要の把握ならびに五島列

島西方をNE-SWに走る構造線の発見平島･江の島

間に推定されていた相の島断層の確認などがあげられる.

しかし一方対州層群と芦屋層群あるいは五島層群と

の水平関係およびNE性NW性雨構造線の相互関

係についてはなお今後問題として残るであろう.こ

れらを最終的に解決するにはエアガン･フレクソテイ

ノレ荏どの大工ネノレギｰ源を使用した反射法音波探査ある

いは屈折法音波探査が必要であるがさらに海底層序試

錐が解決の決め手となると考えられる.

これまで続けてきた調査研究を技術面からみた場合

とくに装備の点において不十分であったと思われる.

今後海底地質調査研究を総合的に実施するには以下

に列記する諸点に留意する必要があろう.

i)調査船に関しては昨年度までは東海大学九二世

今回は｢わかしお｣を使用したが両船とも海底地質調

査にとってまず有効な船であった.しかし前者は元来

海洋科学全般にわたる多目的な実習船であり後者は機

動性に富む最新船ではあるがどちらかといえば内湾

沿岸調査に適した船であって両船とも海底地質調査専

用船とはいい難い.この点現在進水を終り麟装中

の｢白嶺丸｣(金属鉱物事業団所有)は地質調査専用と�
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して建造されている船であり昭和49年度から地質調査､

所によって使用されることは心強いかぎりである.し

かしこれとても海底下深部の掘削を行なうことはで

きない.海底地質調査をもっとも意義あらしめるため

にも海上試錐船が欲しいところである.

量i)調査機器については新しい技術の導入を積極的

に図るべきである､音波探査に関しては表層堆積物

の詳細を知ることができる浅海用音波探査装置(ソノプ

ロｰブなど)海底表面の堆積構造をつぶさに“同兆める"

ことができるサイドスキャンソナｰなどを常時活用すれ

ば大陸棚における海底地質調査はさらに充実したもの

となろう.また音波探査記録を地質的に解析する場

合現状では研究員の主観的判断に依るところが大きい.

この弊害をなくし客観的な解析を行なうために記録

の波形分析といった技術の開発が望まれる.

採泥関係についてみると砂質堆積物をみだすこと

溶く採取できるバイブロコアラｰ海底に露出する岩盤

から岩石を採取する小型海底試錐機の開発が必要である.

また本研究で使用しなかった水中カメラや水中テレビ

の技術も駆使して海底表面の堆積状況露岩の産状を

観察することが大切である.

撒)かぎられた予算と限定された日数で効果的な調査

を行なうには十分に練られた調査計画が必要であるこ

とは言をまたない1物理探査測線･採泥点の設定は

対象海域に予想される地質状況に応じて吟味されねば

ならない.そのためにも陸域沿岸島喚の地質を十

分に検討する必要がある.

iV)海上の調査研究はなかなかつらい仕事である.

閉鎖的環境に加えて船酔いがある.船には相当タフで

ある人もけっして陸上における状態とは同じでない.

これらの人びとが協同してひとつの目標を達成するに

はまず人の和か大切である.いかに個々に優秀な研

究者が集まっても互いの協調姿勢がなければなにひ

とつ仕事にならない.この意味で調査員にはユｰモ

アがあり協調性に営む人柄が要求されるだろう.と

同時に船内の生活環境調査員の待遇改善もまたよ

い成果を生む重要な要素である1

今回の調査をもって昭和44年度から5年間継続した

｢海底地質調査技術に関する研究｣の海上調査は無事終

了した､現在われわれは室内において記録の解析

試料の各種分析を行なっており近々クノレｰズレポｰ

トとして成果の一部を公表する予定である.さらに

昭穐49年度以降増員される人員構成と新調査船｢白嶺

丸｣をもって日本周辺大陸棚および大陸斜面域の海底

地質にいどむつもりである.

謝辞:今回の航海調査にあたって｢わかしお｣船長高木

光郎氏はじめ乗組員のかたカミたの緊密な御協力をいただいた.

長崎大学教授鎌田泰彦先生からは調査前の資料提供および調

査準備の便宜供与をいただいた.九州大学教授高橋良平先生

には資料提供と助言をたまわった.また水産庁西海区水産

研究所浜田七郎技官から貴重な観測資料の提供をいただいた.

本稿のおわりに上記の諸氏に厚く感謝の意を表する次第であ

る.

(文責井上英二.予察結果の執筆者海底地形小野寺公児･

石橋嘉一海底地質構造木村政昭･奥向ヨ義久･広島俊男堆積物

大嶋和雄･湯浅真人･満塩博美生物については大111様が鑑定長田

敏明が執筆した.写真は正井義郎による)
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